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 令和８年度父母の会理事会、総会及び父母等面談を５月15日（金）に開催しました。 

 総会では、令和７年度事業報告・決算及び令和８年度事業計画・予算案が承認されました。 

また、役員として会長に伊藤淳さん、副会長に川村茂樹さんと岩渕幸一さん、監事に髙橋美幸さんと

菊池友和さんが選任されました。 

 総会終了後には、経営科ごとに分かれて父母等面談が行われました。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

【議案及び議決結果】            【令和８年度父母の会役員名簿】 
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議案 

番号 
議案名 結果 

１ 役員の選任について 承認 

２ 
令和７年度父母の会事業報告並びに一般

会計及び特別会計決算について 
承認 

３ 
令和８年度父母の会事業計画並びに一般

会計及び特別会計予算について 
承認 

役職名 学科・経営科 氏 名（学生名） 市町村名 

会 長 畜  産・酪農２年 伊藤 淳  （和花） 平泉町 

副会長 
畜  産・肉畜２年 川村 茂樹 （昴龍） 花巻市 

畜  産・酪農１年 岩渕 幸一 （幸尚） 一関市 

監 事 
農産園芸・果樹２年 髙橋 美幸 （輝） 盛岡市 

農産園芸・農産１年 菊池 友和 （勇斗） 遠野市 

理 事 

農産園芸・農産２年 藤田 庄吾 （唯笑） 北上市 

農産園芸・野菜２年 阿部 清光 （善清） 盛岡市 

農産園芸・花き２年 茅橋 寿男 （結） 雫石町 

農産園芸・野菜１年 久保 真由美（真敏） 花巻市 

農産園芸・果樹１年 千葉 恵  （楓輝） 奥州市 

農産園芸・花き１年 苅宿 薫  （泰平） 盛岡市 

畜  産・肉畜１年 駒ヶ嶺 幸恵（圭太） 盛岡市 

「感謝」   父母の会会長 伊藤 淳

このたび、父母会の会長を務めさせていただくことになりました、伊藤 

淳です。大変身の引き締まる思いであると同時に、これからの活動に大きな

期待と楽しみを感じております。 

これまで父母会の活動を支えてくださった歴代の会長をはじめとする役員

の皆さま、そして教職員の皆さまに、心より感謝申し上げます。これまで築

いてこられた素晴らしい活動やつながりを大切にしながら、私自身も微力で

はありますが、皆さまと力を合わせて父母会活動を盛り上げていきたいと考

えております。 

学生たちが学ぶこの農業大学校は、単に農業という専門分野の知識や技術 

を学ぶだけでなく、同じ志を持つ仲間と協力し、さまざまな経験を積み重ねながら、それぞれの未来に

向かって人間的にも大きく成長していく大切な場所です。 

その学生たちが安心して充実した学校生活を送り、充実した毎日を過ごせるよう、父母と学校が互い

に協力し、支え合うことが父母会の最も大切な役割であると考えております。 

いろいろな行事で父母等の皆さまと子たちが顔を合わせ、情報を共有し、学生たちの成長を一緒に見

守っていく。この一つひとつの積み重ねこそが、父母会の大きな力になるのだと信じております。 

至らないところも多々あるかと思いますが、父母の会役員及び会員の皆さま、農業大学校の教職員の

方々のお力をお借りしながら、一年間精一杯努めてまいりたいと思います。 

すべては「学生たちのために」という共通の思いを大切に、皆さまと手を携えて、風通しがよく笑顔

あふれる父母の会活動を行っていきたいと思っております。 

学生は地域の宝です。 

一年間、皆さまのご理解とご協力をいただけますよう、心よりお願い申し上げます。 

私のご挨拶とさせていただきます。どうぞ一年間、よろしくお願いいたします。 
 

父母の会総会開催
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講話全景 学生からの質問 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７月６日（月）に、照井富也岩手県農林水産部長を本校にお迎えし、「岩手県農業の魅力と農大

生に期待すること」と題して講話をいただきました。 

講話では、岩手県の農業情勢や目指す姿、先進事例等を踏まえた施策、生産現場での取組事例を

通じた農業の魅力を紹介していただきました。講話はクイズを交えて行われ、とても盛り上がり、

講話後は６名の学生からの農業施策等に関する質問に、丁寧にご回答いただきました。  

最後に「これからの農業は成長産業で、その中心となるのは皆さんのような若い方々です。一緒

に岩手県の農業を盛り上げていきましょう！」と、激励をいただき、学生にとって今後の参考とな

る講話となりました。 

 

６月19日（金）に、学生自治会主催のスポーツ大会が開催され、ドッジボール、バドミント

ン、バレーボール、バスケットボールの４つの競技種目について、経営科対抗による熱戦が繰

り広げられました。果樹経営科と花き経営科を連合チームとし、職員チームもバレーボールに

出場するなど、白熱した試合が多数見られました。 

今年も接戦が多く、農産経営科と野菜経営科が合計得点で同点となり、フリースローによる

決着で、農産経営科が総合優勝の栄冠に輝きました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５月 13 日（水）に、第１回学生自治会総会（定期総会）が開催

されました。総会では、今野会長から「学生が主体となり、学校生

活や行事等において、活動を行いやすい環境づくりに努める」とす

る自治会執行部の活動方針が、各委員会・クラブから活動目標と計

画が報告され、原案通り承認されました。 

総会終了後には、新１年生の歓迎行事としてバーベキュー大会が

行われ、学生相互の交流も図られました。 

学生自治会は、執行部に新たに１年生役員を迎え、親睦を深めな

がら学生生活の更なる向上を図るように活動していきます。 

総合優勝した農産経営科 学生のきずなが深まったようです 

定期総会 

農林水産部長が学生を激励 
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学生寮の見学 

7月31日（金）及び8月1日（土）に、本校への理解を深め、今後の進路選択に役立ててもらうこ

とを目的として、オープンキャンパスを開催しました。 

本年度は、県内外から入学を検討している64名の高校生、その父母等、2名の高校教員等に御参加

いただきました。 

全体説明会で、本校の教育概要や卒業生の進路状況などを紹介した後、実習ほ場・牛舎・学生寮な

どを見学していただきました。また、学生生活や実習状況について動画で紹介したほか、在校生との

懇談会を実施しました。 

参加した高校生のアンケートには、「在校生の方々とお話をすることで、とても楽しく、自分の学

びたいことを学べることを知り、入学したいという思いがさらに強くなった。」「学校の雰囲気がと

てもよくわかった。とても広くびっくりした。入学の見通しが立ってきた。」などの感想が寄せら

れ、本校を知ってもらう良い機会となりました。 

学生生活・実習状況を動画で紹介 

農業大学校では、学生の農業技術と経営能力向上等を目的に、農業機械等の資格取得に向けた活動

等の推進や、免許取得に向けた実習、課外を行っています。 

今年度、学生が取得した主な資格、免許は以下のとおりです（８月17日時点）。 

・日本農業技術検定２級      ： ２名（１年生：１名、２年生：１名） 

・日本農業技術検定３級      ：10名（１年生） 

・小型車両系建設機械（３ｔ未満） ：20名（1年生） 

・フォークリフト運転技能講習   ：20名（2年生：19名、１年生：１名） 

・大型特殊自動車免許（農耕車限定）：11名（１年生） 

・けん引免許（農耕車限定）    ： ３名（２年生） 

 

大型特殊自動車免許（農耕車限定）及びけん引免許（農耕車限定）については、免許取得の希望が

ある学生に対し、別途受験に向けた課外を行い、取得のための支援を行っていきます。 

小型車両系建設機械の講習の様子 トラクタ（大型特殊・農耕用）の実習の様子 
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酪農経営科の発表 
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9/16 農家派遣実習（農産・野菜・果樹経営科、～９/30） 

9/18 農家派遣実習（花き・酪農・肉畜経営科、～10/２） 

9/24 ２年前期定期試験（～9/28） 

10/  ８ 本科推薦入学試験 

10/24 農大祭（～10/25） 

11/12 校内意見発表会 

11/12 学生自治会総会 

11/16 自治会スポーツ大会 

11/19 元気の出る農業セミナー 

12/  1 卒業研究経営科別発表会（～12/3） 

12/16 卒業研究成果全体発表会 

12/18 １年父母等面談 

12/21 冬季休業（～1/４） 

12/22 本科前期一般入学試験 

肉畜経営科の発表 

岩手県農林水産部政策提案型調査研究コンテスト「WildCup202６」が、８月５日（水）に、盛岡

市で開催され、本校からは畜産学科酪農経営科、肉畜経営科の１年生が参加しました。 

酪農経営科は、「おいしい牛乳のウラガワへ～乳製品で地域をつなぐ～」と題し、牛乳の消費拡大に

は子供の酪農体験を増やすことが重要では？と発想し、学生自らが園児等を対象とした酪農体験を手

掛け、また、牛乳の日以外の乳製品関連の日にイベントを開催することで、乳製品を身近に感じても

らう企画を提案しました。 

肉畜経営科は、「「捨てる」を「活かす」畜産へ」と題し、稲わらの組織的な回収や、本県の特産で

あるしいたけの廃菌床を堆肥に混ぜることなど、畜産が核となった地域循環、持続可能な肉牛生産を

提案しました。 

本番では２グループとも練習以上の素晴らしい発表を披露し、審査委員の質問に堂々と答える姿が

印象的でした。 

学生グループからは、農業大学校の２題を含め、４題の提案があり、肉畜経営科の提案が学生グル

ープ賞を受賞しました。今後、卒研発表などプレゼンテーションを行う場面もあるので、今回聴講し

た他の団体の発表等も参考にしながら、伝わりやすい発表スキルを養ってほしいと思います。 


